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一郎砂粒状から畑礫状に風化してお

り含水は少なく、埓と 分やや含む。

7m～ 3mの間φ2cm程度の砕い状
コアとして派取される。

縦方向に亀裂が多くあり亀裂に沿つ

て万く剣がれやすい性質を持つ。
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とする砂礫で、マトリクス
じリンルト。幹l】偏平な

全体に砂粒状から畑礫状に量化して

おり含水は,卜なく、格土含やや多く

労属オスゝ。

70cmま て所々φ10 0rn,lI皇 度
の設混じる。
70cmか ら9し‐c打 1操少ない。
1,7□ mょ りこれ〔れi呈序の幹が多
く不規則に

'見 'す
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φ2mm～ φ20mm位の赤褐色の
鼠化お板岩礫。所々

し粘性有す。

□―ム王体であり、所々φ10mm
り、内の風イとした礫混入。
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